
当年度基金
への積立額

① 意向調査の準備作業 森林境界の明確化 16,618 16,618
境界未確定の森林の現地調査
事業は民間事業者に委託。　301ha

① 意向調査の準備作業
森林経営管理意向調査管理システ
ム導入業務委託

1,375 1,375
森林経営管理意向調査の集計等を行うシステムの
導入

① 意向調査の準備作業 林地台帳システム改修業務委託 1,628 1,628
林地台帳、森林ＧＩＳ等関連情報の更新、保守費
用。

② 意向調査 通信運搬費 127 127 森林管理の意向調査に伴う通信費。

③ 私有林整備 里山環境整備保全事業補助金 939 939
里山周辺の私有林における間伐等の森林整備実施
者への補助

⑥ 林道・林専道の整備等 林道維持工事ほか 6,203 6,203
林道・林道管理に伴う資材支給及び、林道橋梁修
繕、横断工修繕他。

⑦ その他（森林整備） 実測図面管理システム導入 308 308 森林測量システムの導入。

⑨ 林業就業者の育成 神山町森林整備担い手育成事業 750 750
林業事業体が新たに雇用した作業班員の技術指導
等への支援。

⑩ 専門員の雇用 臨時職員等賃金 8,244 2,473 5771
意向調査及び林政振興のため地域林政アドバイ
ザーを雇用する。

⑬ 木造公共建築物の整備等 本名公衆便所新築工事 13,641 6,433 7208 公衆便所新築工事を木造で建設した。

⑬ 木造公共建築物の整備等 道の駅屋根改修工事 1,111 1,111 道の駅に新たにテラスを木造で設置した。

⑭ 木質バイオマス利用推進
バイオマス利用促進協議会事業補
助金

80 80
木質バイオマス利用促進への取り組む団体へ運営
補助を行った。

⑯ その他（木材・普及啓発
関係）

神山町林業活性化協議会補助金 350 350
町内の林業関係団体で組織し、町産材の振興及び
川上から川下への取り組みについて運営補助を
行った。

⑯ その他（木材・普及啓発
関係）

神山町町産材認証機構補助金 53 53
町産材の認証を行い、地域産材の振興に努める団
体の運営補助を行った。

【ワンフレーズ】
税活用により、
・町内の1地区979名、1,458haを対象に意
向調査を行い、505名から回答を得た。
・未確定の森林301haの明確化調査を行っ
た。
・里山周辺の私有林の森林整備に補助を
行った。
・地域林政アドバイザー２名を雇用し、林
政振興に取り組んだ。

【詳細】
地域林政アドバイザー２名を雇用し、意向
調査、林業振興施策に取り組んだ。
境界未確定の森林境界明確化を行い、旧村
の1地区の森林所有者に対して意向調査を
行った。
町産材振興を目的に協議会を組織し、川上
から川下への取り組みを行い、町産材のブ
ランド化、町産材の証明に取り組んだ。

結果、町発注事業での町産材利用の指定を
行うなど地域材振興に結びついた。

今後は、意向調査を地区単位で継続して進
め、森林整備に結びつけるとともに、新た
な森林整備の方針を検討する。

　神山町の森林環境譲与税の使途について次のとおり公表いたします。

◎令和２年度　森林環境譲与税の使途の公表

(11)税導入の効果
(A)+(B)+(C)

(A)うち令和２年度の
森林環境譲与税

（千円）

(B)うち基金取崩額
（千円）

(C)うち他の財源
（千円）

（単位：千円）

(4)事業区分 (5)事業名

(6)事業総額（千円）

事業内容


